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極性高分子に多官能性有機低分子を分散した有機ハイブリッド系

制振材料の動的粘弾性を調べた。相容系では、低分子を添加してい

くと、 TanOのピーク値が段々高くなり、高温へシフトすることが

見られ、非相容系では、マトリックスポリマーのガラス転移以外に

もう一つの新しい転移が見られ、これにより非常にブロードな制振

特性が得られた。
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1 .はじめに

高分子が実際に材料として使われるために

は種々の添加剤が必要である。従来、ゴムや

プラスチック等の高分子に添加される各種低

分子物質は高分子の改質に限られて使われて

きたが、その使用量も通常わずか数 phrに過

ぎない。最近、高分子に種々の低分子物質を

多量に複合させ、酸塩基インターラクション

や水素結合等の非共有結合を巧に制御し、高

分子と低分子を比較的に緩やかに集合・組織

化することにより新たな性質や機能を持たせ

ることが行われている 1】。本研究では、塩素

化ポリエチレンに数種類の有機極性低分子化

合物を多量に添加した有機ハイブリッド系の

動的粘弾性の測定を行い、低分子の添加によ
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る有機ハイブリッド系制振材料の制振性の向

上、特に高分子のガラス転移より高温域での

新しい転移による制振性の広域化について報

告する。

2. 実験

試料として、マトリックス高分子は塩素化

ポリエチレン (CPE、昭和電工附エラスレン

401A)、低分子は Fig.lに示すようなアミン系、

フェノール系の低分子を用いて、ミニロ -Jレ

を用いて約 50"cで混練した後、 160"c、 10min

の条件で厚み lmmのシートにプレスした。動

的粘弾性測定 (DMA)は、昇温速度 3"C/ min、

周波数 11Hz、振幅 10μm測定モード引張り

として一定の条件で行った。
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